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○福井市社会教育委員に関する条例 

昭和３５年３月２３日 

条例第７号 

改正 昭和４７年３月２８日条例第１３号 

平成１２年３月２７日条例第５７号 

平成１３年６月２７日条例第４０号 

平成２６年３月２５日条例第１９号 

（設置） 

第１条 社会教育法（昭和２４年法律第２０７号）第１５条第１項の規定に基づき、福井市社会教

育委員（以下「社会教育委員」という。）を置く。 

（定数及び委嘱の基準） 

第２条 社会教育委員の定数は、１６人とする。 

２ 社会教育委員は、次に掲げる者のうちから、福井市教育委員会（以下「教育委員会」という。）

が委嘱する。 

(1) 学校教育の関係者 

(2) 社会教育の関係者 

(3) 家庭教育の向上に資する活動を行う者 

(4) 学識経験者 

(5) 前各号に掲げる者のほか、教育委員会が必要と認める者 

（任期） 

第２条の２ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（報酬及び費用弁償） 

第３条 社会教育委員に対する報酬及び費用弁償については、福井市非常勤の特別職職員の報酬等

に関する条例（昭和３６年福井市条例第４号）の定めるところによる。 

（委任） 

第４条 この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会が定める。 

附 則 

この条例は、昭和３５年４月１日から施行する。 

附 則（昭和４７年条例第１３号） 



2/2 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

２ この条例の施行の際現に社会教育委員である者は、この条例の規定により任命されたものとみ

なす。 

附 則（平成１２年条例第５７号） 

この条例は、平成１２年４月１日から施行する。 

附 則（平成１３年条例第４０号） 

この条例は、平成１３年７月１日から施行する。 

附 則（平成２６年３月２５日条例第１９号） 

この条例は、平成２６年４月１日から施行する。 

 


